
  

   次のような４段階で評価しながら成果や課題を考察した。 

◎…十分達成できた、○…概ね達成できた、△…あまり達成できなかった、×…達成できなかった 

 

１ 評価指標についての考察 

 食習慣の改善 

（１）朝食摂取率 95％以上（くまもと食で育む命・絆・夢プランより）・・・達成○ 

毎日の朝食摂取率は、研究の前後

で変化はあまり見られなかったが、

「毎日朝食を食べる」児童は93％で

目標数値には近い。 

２年間の取組を通して、「週に４

～５日食べない」児童が見られなく

なり、欠食が習慣化している児童は

減ってきていると考える。 

朝食品目数3品以上摂取率 80％・・・達成◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝食３品以上摂取率が、研究の始めは59％であったが、88％まで大きく向上した。つ

まり、朝食の内容が大きく変化したのである。特に「みそ汁・スープ」「卵・肉・魚・豆

類」「牛乳・ヨーグルト」の割合が大きく伸びた。朝食3品の大切さを子どもたちや保護

者に機会あるごとに伝えてきた結果だと考えている。 

（２）ふるさとの味登場率 100％・・・達成◎ 

地元の選果場にも相談しながら、昨年度か

らふるさとの食材を増やしていき、本年度

は、毎日ふるさとの食材を使用した。 

つまり、本年度は、年間を通してふるさと

の味登場率100％であった。児童は、毎日の

食育タイムの中で、ふるさとの味をクイズ形

式で確認しながら、食材を意識したり、地産

地消の大切さを学んだりしていた。 

Ⅲ 成果の検証 
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（３）食事への感謝 90％・・・達成◎ 

 食事への感謝について、何をもとに数

値化するか悩んだが、給食の挨拶の意味

をもとに数値化しようと考えた。どの学

校でも給食の挨拶は行うが、食べ物を作

った人に感謝する心で挨拶をしている児

童がどれだけいるであろうか。指導しな

ければ、決して 90％を越えることはな

い。94％の数値は食育推進の成果である

と考えている。 

 健やかな心と体づくりにつながる実践力の育成（実践の習慣化） 

（４）午後10時前に就寝する児童80％・・・達成△ 

 県が行っている「就学前に係る実態調

査」は、小学１～３年生までの調査であ

る。本校の１～３年生は３回の調査であ

まり変化がなく、目標の80％にわずかに

届かなかった。また、４～６年でも同調

査を保護者に行ったが、１～６年までに

10 時前就寝ができている児童は 64％で

あった。睡眠の大切さについて、定期的

な振り返りが必要であった。 

（５）不定愁訴 10％改善・・・達成◎ 

 研究を始める時、イライラすることが

よくあるという児童が101人（26％）い

たが、現在は40人（11％）まで減った。

また、逆に「イライラすることがない」

と答えた児童は、33％から58％へと約2

倍に増えた。バランスのよい朝食摂取に

ついて児童や保護者の意識が高まった

こと、外遊び等の運動量が増加したこと

が大きな要因であると考えている。 

（６）活動量計の１日１人当たりの校内歩数合計を平均6000歩維持・・・達成◎ 

活動量計の使用を開始した 27 年度

11月は、興味・関心が高かったり、持

久走の練習等もあったりしたが、4822

歩であった。昨年度の2学期から行っ

てきた昼休みの外遊びタイムだけで

は、なかなか 6000 歩達成しない現状

であった。しかし、児童が活動量計の

6000 歩を徐々に意識し始めるように

なり、朝や業間にも遊ぶようになって

きた。そして、本年度の 10 月に初め

て6000歩を越えることができた。 
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（１） 晴れの日の昼休み外遊び率 90％・・・達成◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 晴れの日の外遊び率は、くつ箱調べで調査した。当初から 90％を越えており、Ｈ28，

11 月には、98.5％もの児童が外遊びをしていた。委員会等で外に遊びにいけない日もあ

るが、児童は外に遊びに行くことが当たり前になってきている。また児童アンケートで

は、「体育の他に運動（外遊び）をしているか」に「ほとんど毎日」と答えた児童が、研

究の始めには46％しかいなかったが、研究の終わりには83％と倍増した。 

（２） 新体力テスト結果概ね全国平均到達・・・達成○  

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

性 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

本年度 ▽ ＝ ＝ ▽ ＝ ◎ ▽ ○ ▽ ○ ▽ ○ 

昨年度   ▽ ▽ ▼ ▽ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 
Ｔスコア（全国平均を５０とした時の本校の数値） 

  ▼（～44.9）、▽（45.0～）、＝（49.5～50.4）、○（50.5～）、◎（55.0～） 

昨年度の新体力テストの結果は、すべての学年の男女が全国平均を下回っていた。特に、4～6

年生は、男女ともＴスコア44.9以下（▼）という最低ランクの評価であった。昨年度の２学期か

ら外遊びを行ったり、食事と運動の大切さを学んだりしてきた。そして、本年度の４月に実施し

た新体力テストでは、最低ランクの評価（▼）は皆無となり、全国平均を上回る評価（○、◎）

が４つとなった。体力が高まってきていることが明らかになった。 

 変容の「見える化」による自己管理能力の育成 

（３） 肥満傾向（肥満度 20％以上）の児童の出現率の減少、肥満度の改善・・・達成◎  

肥満傾向の児童が、徐々に減少し

ている。食育タイムで食事の大切さ

を学んだり、外遊びタイムや活動量

計の活用で運動量が増えたり、健康

教室を実施したりしたことが、この

結果につながったと考えている。 

なお、このグラフは、２年間のデ

ータが比較できるように、現２年か

ら現６年までを限定して表したも

ので、全校児童の肥満傾向児童出現

率は、12月時点で9.5％となり、全

国平均値7.2％に近づいている。 
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（10）「食育チェックブック」による、食と運動相互の向上・・・達成◎ 

合格日とは、朝食の３品と共食ができ

ていて、歩数が 6000 歩以上になった日

のことである。1 カ月に授業日は約 20

日であり、雨で外遊びができない日もあ

る。その条件の中で、合格日 10 日以上

が 64 人という人数は、少なくはないと

考えている。しかし、食と運動の関連性

を図った本年度の新しい「食育チェック

表」の取組により、Ｈ28，11 月には、

合格日 10日以上の人数が 158人と大幅

に増加した。 

 家庭・地域の連携と啓発 

（11）朝の共食率の増加・・・達成◎ 

「家族そろって」と「大人の誰か

と」を共食ととらえている。Ｈ27，

６月は、59％の朝の共食率だった

が、Ｈ28，12月には 71％に増加し

た。毎日、「食育チェック表」に共

食のチェックをしたり、毎月、食育

だよりの「家族でチャレンジ」に親

子で挑戦したりという取組が共食

の増加につながったと考えている。 

（12）食育への関心の高まり 

・家庭での「食育チャレンジデー」実施率 80％・・・達成◎ 

本年度から月末を「食育チャレン

ジデー」として、食育だよりに家族

でチャレンジするコーナーを設け

た。毎月３つの「家族でチャレンジ」

が紹介してあり、親子で食について

楽しみながら挑戦をしている。 

９月の実施率は、合計で87％であ

った。 

・食育関連資料を活用する保護者の増加・・・達成△ 

「必ず読んでいる」と「時々読

む」を合わせて、Ｈ27，６月は93％

であったが、Ｈ28，12月は90％と

減少した。「献立表」や「球磨さん

だより」「食育だより」等、定期的

に食育関連資料で食への関心を高

めようと取り組んだが、負担感を

高めた家庭もあったと思われる。 
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２ 給食についての考察 

「大好き」と「どちらかといえば好き」

が90％から95％に増えた。栄養教諭や給食

センターの方々の工夫した給食づくりとと

もに、食育タイムでの担任の関わりも増加

の要因であると考えている。 

好きな理由が 10％以上増加した項目は、

「おいしい」「友達との共食」「家で食べな

いものが食べられる」「栄養のバランス」で

あった。まさに食育の成果である。 

 

完食する児童が 85％から 96％に増加した。また、時間内に完食する児童も増加した。

給食時間には、20 分の「ニコニコパクパクタイム」があるが、放送や担任の話を聞いた

り、友だちと話したりしながらも、完食を目指して食べている。完食の意識化が、完食の

習慣化につながってきている。 

研究を行う前の３年間と比較すると、Ｈ

27とＨ28は 0.4％と残食率が半減した。献

立の工夫とともに、継続的な給食指導が大

きな要因であると考える。 

献立表を配布しただけでは、児童は献立

表をあまり見ない。そこで「食育タイム」

で、献立表をもとに児童がクイズを出した

り、担任が話をしたりしてきた。児童は、

献立表の細部まで見るようになってきた。 
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３ 学力についての考察 

(1) 全国学力・学習状況調査結果の推移（全国平均以下▲、全国平均以上○） 

 

 

全国平均 

正答率との差 

 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 

国語Ａ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ 

国語Ｂ ▲ ▲ ○ ▲ ○ 

算数Ａ ▲ ▲ ○ ○ ○ 

算数Ｂ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ 

理 科 ▲   ▲  

Ｈ27年までは全国平均を下回ることが多かった。しかし、本年度は、国語Ａ・Ｂ、

算数Ａ・Ｂのすべてにおいて全国平均を上回った。 

(2) 熊本県学力調査結果の推移（数値は、県平均を１００としたときの数値） 

 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 

総 合 ９４ ９２ １０４ １０３

Ｈ26 年までは県平均を下回っていたが、食育の研究を始めたＨ27 年は県平均を上

回った。 

 

この2つの学力調査の結果は、授業改善や過去問題への取組等によるものも大きいが、

本研究である食育との関連も大きいと考えている。望ましい食習慣を身に付けることによ

り、生活リズムが改善され、心の安定が図られる。心の安定は、学習意欲の向上となり、

学力の向上へつながったと考えている。 

 

４ （株）タニタによる体組成及び活動量に関する分析と評価 

 

   

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【児童配付用体組成シート「からだシート」】 

・体組成計 DC-217A（タニタ）  

測定：月１回 

平成27年11月～平成28年 ２月 

平成28年 9月～平成28年12月  

使用機器と測定項目 

＜主な測定項目＞ 

身長、体重、肥満度、 

体脂肪率、脂肪量、筋肉量 
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【児童配付用活動量･活動割合シート】 

 

活動量等の分析を行う対象者は、平成28年度９月から12月まで全て測定した児童とした。 

 

（１）全体児童の変容 

① 活動量の状況 歩数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、計測を始めた９月は5725

歩であった。昨年度、計測を始めた頃

は4824歩であり、その頃と比べて901

歩増えていた。昨年度の計測終了時は

5802歩であり、約半年間、子どもたち

は継続して活動量を維持できていたこ

とが分かる。 

また、今年度の10月と11月と順調

に活動量が増え、6000歩を上回った。 

・活動量計 AM-150（タニタ） 

測定：毎日 学校生活時間 

平成27年11月～平成28年 ２ 月 

平成28年 ９ 月～平成28年12月 

活動量計AM-150 （タニタ） 

＜主な測定項目＞ 
歩数、歩行時間、総消費カロリー、活動消費カロリー 

→ 総消費カロリーに占める活動消費カロリーの割合を活

動割合として算出し、活動強度の目安として用いた。 

 100×　
総消費カロリー

活動消費カロリー
活動割合＝

活動量等分析対象者 

「からだシート」

では、分かりにくか

った体組成の変容を

「見える化」し、児

童の意欲を高めた。 

肥満傾向児童に

は、体脂肪率の変容

についても「見える

化」し、運動への意

欲を高めた。 

 

5802  
5693  

5281  
4824  

2000 4000 6000 8000

2月 

1月 

12月 

11月 

Ｈ２７年度 歩数 

5920  
6579  

6178  
5725  

2000 4000 6000 8000

12月 

11月 

10月 

9月 

Ｈ２８年度 歩数 

6643  

4903  

2000 4000 6000 8000

Ｈ２８

年 

Ｈ２７

年 

歩 

一年間の歩数の変化 

−93−



② 活動量の状況 活動割合について 

 

 

 

 

 

 

 

 

どれぐらいの強さで運動し 

たかを表す活動割合について

は、昨年度平均約18％くらい

の強さから、今年は、平均約

23％ととなり、約５％増えて

いた。強度の高い活動を行う

習慣ができたことが分かった。 

③ 歩数と活動割合についての２年間の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歩数について２年間の追跡調査】   【活動割合について２年間の追跡調査】 

歩数と活動割合について、２年間の追跡調査結果を比較してみると、昨年度の11月と今

年度の11月では、どの学年においても歩数と活動割合の両方が高まっていた。特に、６学

年では、歩数と活動割合ともに飛躍的な増加が見られた。 

④ 体型分布の変化 

  今年度の体型分布の変化を見ると、肥満 

傾向の児童が減少しており、昨年度の計測  

終了時点の14.4％からすると約５％の児 

童が標準体型に移行し、全国の肥満傾向児 

出現率の7.2％に近づきつつある。 

また、今年度９月の肥満傾向児童の出現

率は、11.3％であり、毎年課題であった夏

季休業中の体重増加による肥満児童の増加

が見られなかった。 

22.5  
23.3  
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⑤ 体組成の２年間の変化  

  男女とも、筋肉量は２kg強、推  

定骨量は0.2kg、脂肪量は約１kg  

の増加であった。 

     筋肉量と推定骨量どちらも、順   

調に増加していると言える。 

 

（２）肥満傾向児童の変容 

① 平成 28年度 肥満傾向程度の改善について 

   ② 肥満傾向児の肥満度と体脂肪率の1年間の変化 

昨年度のスーパー食育スクール開始時（Ｈ27年11月）   

に肥満度20以上であった33名について、Ｈ27年11月と   

Ｈ28年11月の肥満度もしくは体脂肪率の変化を検討した。  

その結果、半数強もの児童において減少が見られた。  

 

 

【一年間の肥満度の変化】 

減少もしくは維持増加した児童、ならびに全体での1年間の歩数と活動割合の変化を検

討した。減少、維持増加した児童とも歩数、活動割合とも増加したものの、減少した児童

では維持増加した児童より大きく増加していた。特に、活動割合が増えており、走る、飛

ぶなどの強度が高い活動を行うようになったことが肥満改善につながったと示唆された。

18.3  

14.3  
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23.2  
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19.6  
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6718  
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歩数 変化量 
H27年11月 
H28年11月 

軽度肥満傾向児童は、今

年度計測開始時の14名か

ら、12月には６名減少して

８名となり、大きな改善が

見られた。 

また、昨年度と比較して

も、軽度肥満児童、中等度

肥満児童の出現率が大きく

減少した。    

減少

52%

維持

増加
48%

＜肥満度が減少した児童数＞ 
肥満度または体脂肪率が減少 17名（男子11名、女子6名） 

＜肥満度が維持、また増加した児童数＞ 
肥満度、体脂肪率とも維持増加 16名（男子12名、女子4名） 

※「全体」…Ｈ27年11月とＨ28年11月のデータがある２～６年生290名 
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※参考値 H27年度 （H28年2月） 
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1740 歩増 

2492 歩増 

2206 歩増 
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さらに減少した児童の体組成の変化についてみてみると、男女とも脂肪量より筋肉量が

増加し、体組成の面からも適正な肥満改善がなされていた。  

③ 肥満傾向児童の月ごとの歩数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 肥満傾向児童の活動割合の月ごとの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3  
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1.2  
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4.7  
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全体 

減少 

維持増加 

体組成 変化量(女子) 

筋肉量 脂肪量 

2.5  

3.9  

1.6  

0.9  

-0.1  

4.7  

-1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

全体 

減少 

維持増加 

体組成 変化量(男子) 

筋肉量 脂肪量 

※「全体」…Ｈ27年11月とＨ28年11月のデータがある２～６年生290名 

グラフ③において児

童全体と肥満度が減少

した児童（以下、減少児

童）、肥満度が維持また

増加した児童（以下、維

持増加児童）の月ごとの

歩数を比較した。    

減少・維持増加児童の

歩数は、全体より多く、

頑張りがうかがえる。 

ただ、寒さが厳しくな

った12月になると全体

的に歩数は大きく減り、

減少･増加児童の歩数は

全体児童よりも減って

しまい、寒さに弱いこと

が分かる。 

グラフ④では、肥満傾

向児童は、全体より活動

の強度が低く、肥満傾向

が高くなるほど活動割

合が低い結果であった。 
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5919.87 

6578.61 

6178.42 

5724.96 
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5　「免田小学校版食育ステップ表」の実績検証
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６ 研究の成果と今後の課題 

（１）研究の視点１「学習指導の工夫」 

○ 食育推進委員会と連携し、各機関からの情報や専門性を活用しながら、効果的な授業や体

験を行ったことで、子どもたちの食への興味や関心を高めるとともに、栄養について考え、

進んで食べようとする意欲を高めることができた。 

○ 「朝ごはん栄養マップ」を授業で活用したことで、朝食で３品摂ることのよさや食材の働

きについて理解を深め、朝食をバランスよく摂ることに進んで実践できるようになった子ど

もたちが増えた。 

○ 各学年の課題に対応した６学年分の食育プログラムの作成と活用により、給食時間と各教

科を関連させて連続的に学習を積み重ねられたことで、それぞれの学年の課題が改善した。

○

○

 食育授業の「さ・し・す・せ・そ」を意識した単元及び授業を行ってきたことで、子ども

自身の課題から出発し、学習後は学びを家庭につなげるという一連の流れが確立できた。

食育授業の「さ・し・す・せ・そ」を意識した単元及び授業を行ってきたことで、子ども

自身の課題から出発し、学習後は学びを家庭につなげるという一連の流れが確立できた。

○ ３つの食育授業の型を意識したことで、教師の食育授業の幅が広がり、栄養教諭や養護教

諭、またＧＴの活用法や生かし方について理解が深まった。また、日頃の授業の中に存在す

る食育の要素を捉えられるようになり、食育タイムと各教科の授業の関連を図る機会が増え

た。 

▲ 学習で高まった意欲をそれぞれの生活において継続的な実践につなげるために、日常指導

との関連を継続する必要がある。 

 （２） 研究の視点２「日常指導の工夫」 

○ 毎日の給食時間に行う「食育タイム」で、食育・給食の月目標や食育の６つの観点について、児童に

よるクイズや生産者の方との交流、栄養教諭・給食担当と連携した指導を積み重ねた。そのことにより、

「健康を考えた食生活の大切さ」「ふるさとの味のよさ」が分かり、「生産者や調理者への感謝の気持

ち」を高めることができた。

○ 食育指導資料「たのしい食事、つながる食育」やＩＣＴ教材、栄養教諭による手作り教材

を計画的に活用したことで、担任のみによる食育タイムの内容が改善した。

○ 「食育ロード」に興味を持たせる掲示物を貼ったり、参加型の体験コーナーを設けたりしたことによ

り、食への知識の蓄積だけではなく、食への感謝等の意識面の高まりが見られた。 

○ 新体力テスト結果や活動量計を活用し、日課表に位置づけた体力向上の取組により、学校

生活における体育以外の運動量が大きく増えた。また、栄養バランスを考えた朝食摂取を心

掛けたこともあり、不定愁訴（イライラ感等）が大きく減少した。

○ 免田小学校版「食育ステップ表」の活用により、12ヶ月間、また６年間の児童の発達段階

に応じた食育推進の取組を組織的に確実に進めることができた。

▲ 活動量を日常的に記録する習慣から、雨の日や体育がない日の運動量を考えられる児童が

増えたことはよかったが、さらに、高学年に向けて、委員会活動の当番の日など、その日の

状況に応じて行動を選択できるように高める必要がある。

視点１ 食への興味・関心を高め、正しい知識と望ましい食習慣を定着させる学習指導の工夫 

視点２ 健やかな心と体づくりにつながる自己管理能力を高める日常指導（学校給食含む）の工夫 
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 （３） 研究の視点３「調査・分析・啓発の工夫」 

○ 学級の活動量増加時の「ビー玉貯金」や食事と運動の変容を振り返る「食育チェックブッ

ク」、調査結果を分析したグラフの提示など、児童の変容を「見える化」したことにより、

児童の実践意欲が高まった。 

○ 食育チェックブックで、自分の食生活や運動等の目標を決めて毎日チェックを行ったり、

活動量計を用いて運動量と体組成の結果を確認したりしたことにより、自分の課題を見つ

け、めあてを決めて、課題改善を目指して実行するという自己管理能力を高めることができ

た。

○ 様々な課題に対応して、養護教諭と栄養教諭が中心となり、学級担任も関わりながら健康

教室を実施したことで、児童の個別の課題改善に大きな効果があった。 

▲ 活動量計の使用により体組成の詳細が把握できることはよかったが、データのチェックや

個人指導等にかかる時間を十分に確保できないときがあった。 

 

 （４） 研究の視点４「家庭・地域との連携」 

○ 親子料理教室では、食生活に関する課題を解決するためのテーマを設定して実施したことによ

り、家庭における食生活改善の具体策を効果的に学ぶことができた。また、参加した子どもた

ちの調理技能が高まった。 

○ 授業参観で月の食育目標と関連させた授業を行ったことで、長期休業中のおやつの食べさ

せ方や虫歯治療率について大きな効果があった。

○ 食育便りの中に、食育に関するクイズや体験など親子参加型の食育チャレンジ項目を設け

たことで、９割弱の家庭が食育便りに目を通し、親子で食育実践に取り組むことができた。

○ 食育講演会を保護者にも呼びかけて実施したことで、健康な体づくりに欠かせない「食事」

「運動」「睡眠」の大切さについて貴重な情報を親子で共有でき、家庭実践につながった。 

○

○

 「朝食栄養マップ」をもとに、家庭における朝食３品摂取率が大きく高まった。また、「食

育お弁当の日」の取組では、作ってくれた家族に感謝の気持ちを伝えるありがとうコースか

ら、全てを自分だけで作るチャレンジコースにレベルアップしていく児童が増えた。子ども

たちの「やりたい」気持ちを尊重し、協力していただいた家庭が増えた。

▲ 食育便りをもとに取り組む食育チャレンジは９割弱の家庭に取り組んでもらっていたが、

複数の食育に関する家庭配付資料があったためか、保護者の「食育関連の資料を読む」意識

調査では、高まりが見られなかった。今後、効果的な内容を精選して届ける工夫を行いたい。

▲ 家庭での協力体制に差があり、２年間の取組により、子どもたちや家庭の食育への意識に

差が出てきたところもあった。今後さらに食育チャレンジデーの内容を工夫し、家庭への働

きかけを継続して取り組んでいきたい。 

視点３ 食や運動の課題を見つめ、変容を実感する調査・分析・啓発の工夫 

視点４ 学校・家庭・地域が連携し、望ましい食習慣と体づくりへの関心を高める食育活動の推進 

　あさぎり町のあさぎり健康21計画・食育推進計画策定委員会と連携した取組として、平成

27年度及び28年度の2年間、「あさぎり町教育フェスティバル」において、免田小学校の食

育の取組発表や児童発表の機会を設けたことで、児童の健やかな心身の成長ばかりではな

く、食育の重要性、地域の健康づくり、家庭や地域との連携の在り方や地域の活性化等、食

育を通じての情報をあさぎり町に発信することもできた。
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小学校第１学年「食育タイム」指導案 
                あさぎり町立免田小学校    教諭 田上 静香 
１ 主題名：おいしい新米ありがとう 
２ 関連教科等・単元名（教材名）：国語科「おおきくなった」 
                ：生活科「いもほりをしよう」 
３ 献立名： 新米ご飯・根菜みそ汁・鯖の竜田揚げ・ほうれん草ののり胡麻和え 
４ ねらい：生産者の方々の思いを知り、感謝の気持ちをもって食べることができる。 
      ※ビデオレターを通して、生産者の方の思いを知る。 
５ 食育の視点：学校給食を作るために多くの人が働いていることを知り、食べ物を大

切にする心を育てる（感謝）  
６ 展開 
時間 
（分） 

学習活動 指導上の留意点 備考 
（準備物等）

０．５ 
 
 
 
 
０．５ 
 
 
 
  
 ２ 
 
 
 
 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 旬の食べ物についてのクイズ

をする。 
 
 
 
２ 給食を見て、今日のメニュー

に新米が使われていることに

気付く。 
 
 
３ ビデオレターから、生産者の

方の思いを知る。 
 
 
 
 

４ 実際に一口、ご飯を口に入れ、

味わう。 
 
 
 
 
 

・稲刈りの写真を見せ、新米

が旬の食べ物であることを

知らせるようにする。 
 
 
・ご飯の色や艶などの変化に

目を向けさせ、新米につい

ての興味・関心を高める。 
 
 
・一粒一粒のお米にたくさん

の手間をかけ、大切に育て

てこられたことを知らせ

る。 
 
 
・「噛めば噛むほど甘い」「も

ちもちしている」などの食

感が味わえるようにする。 
・ご飯を残さずに、感謝して 
食べようという意欲がわく 
ようにする。 

稲刈りの

写真 
 
 
 
給食 
 
 
 
 
ビデオレ

ター 
 
 
 
 
給食 

7　実践で活用した飼料
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小学校第４学年「食育タイム」指導案 
            あさぎり町立免田小学校    教諭 福田 貴文  
１ 主題名：発見食物せんいパワー 
２ 関連教科等・単元名（教材名）：学活「さぐれ！朝ごはんパワー」 
                ：6月食育タイム「歯の健康と食事」 
３ 献立名： 新米ごはん・根菜みそ汁・鯖の竜田揚げ・ほうれん草ののり胡麻和え  
４ ねらい：食物繊維の働きを知り、食物繊維を摂ることの大切さを理解する。 
     ※11月の食育目標『食物繊維の働きを知ろう』を受けて設定  
５ 食育の視点：食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。（食事の重要性）  
６ 展開  
時間 
（分） 

学習活動 指導上の留意点 備考 
（準備物等）

 １ 
 
 
 １ 
 
 
 
 ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １ 

１ 今日の献立の中に含まれる材

料を確認する。 
 
２ 材料の中に食物せんいが含ま

れることを知り、食物せんいの

働きを予想する。 
 
３ 食物せんいには、以下の働き

があることを知る。 
 ・腸のそうじをして、活動を助

ける。 
 ・食べ物に含まれる農薬や食品

添加物などの有害物質をくっつ

けて、体の中から追い出す。 
 ・水分を吸収して膨らむ性質が

あるので、満腹感を感じやすく

なり、食べすぎを防ぐ。  
 
４ 給食の中で、食物せんいを多

く含む材料を知る。 

・実際に給食を見ながら、何

が入っているかを確認する。 
 
・食物せんいの働きを予想す

ることで、関心を高める。 
 
 
・食物せんいの働きを知るこ

とで、何でも食べようとする

意欲を高める。 
・腸内がきれいになる様子を、

模型を使って見せることで、

食物せんいの働きを実感させ

る。 
・腸の働きが活発になると、

健康になることを知らせる。 
 
 
・今日の給食の中で、食物せ

んいを含む材料を紹介する。 
・よく噛んで食べることを伝

える。 
 

給食の写

真ＰＰ 
 
 
 
 
 
 
・おなかき

れい模型 
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小学校第６学年「食育タイム」指導案 
            あさぎり町立免田小学校   Ｔ１：教諭 梅田 里香  
                          Ｔ２：栄養教諭 田代 優子 
１ 主題名：よく噛んで元気アップ 
２ 関連教科等・単元名（教材名）：理科「ヒトや動物の体のつくりとはたらき」 
                ：保健「病気の予防」 

：６月食育タイム「歯の健康と食事」 
３ 献立名： 新米ご飯、根菜のみそ汁、さばの竜田揚げ、ほうれん草ののり胡麻和え 
４ ねらい：よく噛んで食べる事の大切さを知り、日頃の食生活に生かすことができる。  
      ※11月の給食目標『よく噛んで食べよう』を受けて設定 
５ 食育の視点：心身の成長や健康の保持増進のうえで望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自

ら管理していく能力を身につける。（心身の健康）  
６ 展開 
時間 
（分） 

学習活動 指導上の留意点 備考 
（準備物等）

 １ 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
  

 
 
１ 
 
 
１ 

１ 噛むことの効果を考え

る。 
① 噛む回数が減ってい 
ること 

   噛まないとどうなる 
かについて 

② 「ひみこのはがいー

ぜ」について 
   
 
 
 
 
２ ご飯を30回噛んで、味 
の変化を体験する。 

 
３ 今日の献立で、よく噛 
んで食べる食材は何かを 
考え、噛んで食べる事の 
良さを確認させる。 

T2：ご飯食とファストフードの咀嚼回数を比較

させ、噛まないとどうなるかを考えさせる。 
T1：「ひみこのはがいーぜ」を思い出させる。 
T2：「ひみこのはがいーぜ」について知識を深

める話をする。 
・「こ」滑舌が良くなり言葉が出やすくなる。 
・「の」脳の働きが活発になる。 
・「ぜ」全力投球ができる。 
・噛むことによってあごも鍛えられ、歯並び

も改善できる。 
T1：理科で学習しただ液の働きや保健で学習し

た病気の予防と関連づけ、噛むことの良さ

について考えさせる。 
T1：何回くらいかめばいいのかを自分たちで気

付くようにさせる。 
 
T1・T2：噛むことによって心身ともに健康にな

ることに気付くようにさせる。 

パソコン

電子黒板

写真 
絵カード
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あさぎり町学校給食センター

あか き みどり
エネルギー たんぱく しぼう

ちやにくやほねになる ねつやちからになる からだのちょうしをととのえる
(kcal) しつ(ｇ) (ｇ)

とうふじる ぎゅうにゅう とうふ わかめ こめ むぎ マヨネーズ ごぼう にんじん ほししいたけ ねぎ

ぶたキムチいため ぶたにく ヨーグルト みそ あぶら さとう さつまいも えのき しめじ はくさい キャベツ 小 597 23.1 15.8

かぼちゃとさつまいものサラダ チーズ：中のみ にら たまねぎ かぼちゃ きゅうり りんご 中 751 29.9 19.3

しらたまのつるつるはるさめスープ ぎゅうにゅう ベーコン ぶたにく パン （あぶら くろざとう） にんじん たまねぎ ほししいたけ

スコッチエッグ たまご ぎゅうにく （きなこ） さとう しらたまだんご チンゲンサイ しょうが 小 624 23.5 26.2

グリーンサラダ とりにく：中のみ はるさめ パンこ キャベツ ブロッコリー きゅうり 中 792 29.5 31.4

とうふのみそしる ぎゅうにゅう とうふ こめ むぎ じゃがいも にんじん たまねぎ ねぎ

さけのうめマヨネーズやき あぶらあげ さけ ぎゅうにく さとう あぶら ごま れんこん うめぼし 小 617 26.7 16.5

れんこんのきんぴら わかめ みそ マヨネーズ 中 782 35.3 20.8

ちくぜんに ぎゅうにゅう とりにく　 こめ むぎ あぶら さとう たけのこ こんにゃく

さんまのかんろに ちくわ さんま こんぶ　 さといも ごま ほししいたけ にんじん ごぼう 小 622 22.2 19.1

キャベツのごまこんぶあえ いんげん キャベツ きゅうり 中 800 28.0 25.2

ラビオリスープ ぎゅうにゅう とりにく こめ むぎ こむぎこ ごま たまねぎ もやし にんじん

レバーのピーナツがらめ とりレバー さきいか でんぷん あぶら ピーナツ ほうれんそう しょうが 小 667 26.3 21.5

かみかみするめサラダ ぶたにく くろざとう みずあめ マヨネーズ ごぼう きゅうり キャベツ 中 840 33.5 26.9

けんちんじる ぎゅうにゅう たこ とりにく こめ むぎ ごま でんぷん にんじん れんこん だいこん

いわしのゴマごろもあげ とうふ さとう さといも あぶら ごぼう ねぎ きゅうり きくらげ 小 659 25.1 25.0

きゅうりとはるさめのすのもの いわし はるさめ キャベツ えだまめ 中 860 31.7 33.4

とりとやさいのトマトに ぎゅうにゅう とりにく たまご パン （あぶら くろざとう） キャベツ たまねぎ にんじん

オムレツ かいそうサラダ ちくわ ちりめん わかめ こんぶ じゃがいも さとう ごま グリンピース レタス 小 598 28.2 22.2

アーモンドカル いりこ （きなこ） オリーブオイル アーモンド きゅうり トマト ほうれんそう 中 741 34.8 26.7

かぼちゃのみそしる 　　ぎゅうにゅう あぶらあげ こめ むぎ かぼちゃ キャベツ ねぎ

さばのしおやき さば ちりめん みそ ごま さとう きゅうり きりぼしだいこん 小 625 26.0 18.7

きりぼしだいこんのすのもの わかめ にんじん 中 791 34.1 24.0

こんさいじる ぎゅうにゅう とりにく こめ むぎ さとう だいこん にんじん ごぼう ねぎ

さばのみそに あつあげ さば みそ こんにゃく もやし こまつな 小 611 24.2 20.4

こまつなともやしのばいにくあえ わかめ きゅうり あさぎり中のうめぼし 中 764 30.6 25.3

とうにゅうみそしる ぎゅうにゅう とうにゅう こめ むぎ マヨネーズ にんじん だいこん ねぎ セロリ

にくみそ あぶらあげ とりにく みそ きび あかまい たまねぎ マッシュルーム 小 622 25.6 17.7

ごまネーズあえ　やきのり ぶたにく ちくわ のり じゃがいも さとう ごま りんご きゅうり キャベツ 中 779 32.9 22.0

さらたまドレッシングサラダ ぎゅうにゅう チーズ こめ むぎ ピーナツ たまねぎ にんじん

ミックスカリントウ 　　　　　　　　ぎゅうにく あぶら さつまいも くろざとう グリンピース きゅうり レタス 小 675 22.1 19.3

 だいず いりこ みずあめ ピーナツ さとう ブロッコリー コーン 中 847 28.4 23.7

パリパリやきそば ぎゅうにゅう ぶたにく いか パン やきチャーめん にんじん たまねぎ キャベツ

うのはなサラダ えび ちくわ おから でんぷん ごまあぶら さとう たけのこ ほししいたけ しょうが 小 660 25.2 24.1

すいか ヨーグルト コーン きゅうり こまつな すいか 中 824 31.6 29.8

やさいのカレーに ぎゅうにゅう ぶたにく こめ むぎ にんじん たまねぎ かぼちゃ

たちうおフライ あつあげ たちうお じゃがいも あぶら さとう ズッキーニ 小 655 21.3 18.3

ズッキーニのあさづけ パンこ でんぷん キャベツ いんげん 中 825 27.4 23.0

かきたまじる 　ぎゅうにゅう たまご とうふ こめ むぎ でんぷん にんじん ほししいたけ ねぎ

とりのﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰｿｰｽかけ 　　とりにく わかめ さとう ごま りんご しょうが れんこん きくらげ 小 644 26.1 23.0

れんこんのごまサラダ あかピーマン きピーマン きゅうり 中 801 32.7 28.4

タイピーエン ぎゅうにゅう だいず ちりめん こめ むぎ にんじん きくらげ キャベツ

ちぎりあげのにもの ぶたにく さつまあげ さとう ごま はるさめ でんぷん もやし きぬさや バナナ みかん 小 646 26.6 15.8

フルーツヨーグルト うずらのたまご いか ヨーグルト パイン もも えだまめ 中 809 34.3 18.9

ぶたじる ぎゅうにゅう ぶたにく こめ むぎ でんぷん だいこん にんじん ごぼう ねぎ

あじのなんばんづけ とうふ あじ ちくわ だいず じゃがいも あぶら さとう しょうが たまねぎ ピーマン 小 636 25.7 17.4

ひじきのいりに ひじき みそ あぶらあげ こんにゃく 中 799 33.0 21.6 　　食
た

べすぎを防
ふせ

ぐ　　　　消化
しょうか

を助
たす

ける

ポテトポタージュ ぎゅうにゅう とりにく パン じゃがいも さとう レタス たまねぎ にんじん

あさぎりとうふのハンバーグ スキムミルク とうふ ぶたにくバター グリンピース キャベツ コーン 小 641 28.2 22.5

コールスローサラダ ぎゅうにく チーズ：中のみ きりぼしだいこん きゅうり 中 825 35.9 28.6

わかめスープ ぎゅうにゅう とりにく こめ むぎ ごま コーン ねぎ ほうれんそう えのき

ビビンバのぐ（ぶたにくいため・ナムル） ぶたにく とうふ たまご さとう あぶら ごまあぶら にんじん たまねぎ たけのこ 小 655 26.4 20.3

ムース わかめ クリーム にら もやし きりぼしだいこん 中 798 32.9 23.4

さつまじる ぎゅうにゅう とりにく こめ むぎ だいこん にんじん ごぼう ねぎ

さかなのこがねやき とうふ しいら みそ さつまいも アーモンド しょうが こんにゃく もやし 　　　　　　　　味
あじ

がよくわかる

ピーマンのひじきあえ ひじき マヨネーズ ごまあぶら あかピーマン きピーマン 小 597 24.9 14.9

たまごスープ ぎゅうにゅう ぶたにく こめ むぎ たまねぎ ピーマン たけのこ

むしシュウマイ とうふ たまご ハム ごまあぶら でんぷん ビーフン にんじん えのき レタス 小 614 23.2 18.5

ビーフンのちゅうかあえ とりにく たら さとう こむぎこ ねぎ きゅうり ほうれんそう 中 772 29.0 22.8

にくじゃが ぎゅうにゅう ぶたにく こめ むぎ でんぷん たまねぎ にんじん グリンピース

きびなごカリカリフライ 　　　　　　　　　きびなご じゃがいも さとう キャベツ きゅうり こんにゃく 小 618 23.3 16.6

そくせきづけ あつあげ こんぶ あぶら ごま 中 783 29.7 20.5

ひやしちゅうか ぎゅうにゅう やきぶた パン ちゅうかめん きくらげ もやし

みそカツ たまご ぶたにく みそ あぶら さとう ごまあぶら キャベツ きゅうり 小 668 28.4 22.7

カットコーン パンこ でんぷん トマト コーン 中 834 35.3 27.0

※献立や食材を変更する場合もあります。ご了承ください。 ※○印は町内産の食材です。

 ６月　きゅうしょくこんだてひょう

 食
しょく

を通
とお

したｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

　　　輪
わ

を広
ひろ

げましょう！

　食卓
し ょ くたく

を共
と も

に囲
かこ

んで楽
たの

しみな

　がら、食事
し ょ く じ

のマナーや食
しょく

文
ぶん

　化
か

など望
のぞ

ましい食習慣
しょくしゅうかん

や知
ち

　識
し き

を身
み

につけましょう。

6月
がつ

13日
にち

 あさぎり中
ちゅう

の

　　梅干
うめぼ

しで梅肉
ばいにく

和
あ

え

　今年
こ と し

も6月
がつ

10日
と おか

（予定
よ て い

）に梅
うめ

ちぎ

　りをして、夏休
なつやす

みにかけて給食
きゅうしょく

セ

　ンターで梅干
う め ぼ

し作
づく

りをします。

10 きん むぎごはん

　　イタリアやフランスではお

　なじみの野菜
やさい

で、ラタトゥイ

　ユなどに使
つか

われます。ここ2

　～3年
ねん

は生産
せいさん

者
しゃ

コーナーで見
み

か

　けますが、日本
にほん

の生産
せいさん

は、長
なが

　野県
のけん

、宮崎県
みやざきけん

に次
つ

いで球磨
くま

郡
ぐん

　が多
おお

いのだそうです。炒
いた

めた

　り、煮込
にこ

んだりして食
た

べられ

　ますが、今回
こんかい

はきゅうりのよ

　うに浅
あさ

漬
づ

けにします。

ひとくちメモ

20 げつ むぎごはん

17

16

21 か
だいずごはん

　よくかんで食
た

べると、体
からだ

に

　よいことが、たくさんあります

もく こめこパン

むぎごはん
きん

14 か ざっこくごはん

15 すい
ハヤシライス

（むぎごはん）

13 げつ むぎごはん

8 すい
たこめし

9 もく

げんまいパン
（免･岡･深･須
小はあげパン）

7 か むぎごはん

もく

コッペパン
（上小・中は
あげパン）

むぎごはん

6 げつ むぎごはん

1

ひ
よ
う

すい

3 きん

2

しゅしょく

えいようりょう

｢共食
きょうしょく

｣始
は じ

めてみませんか

ぎゅう
にゅう

おもなざいりょう

おかず

むぎごはん

22

23

すい

もく

24

きん

むぎごはん

まるパン

ビビンバ
（むぎごはん）

27

28

29

30

げつ

か

すい

もく

　　　　　　　　　　　　　脳
のう

の働
はたら

きを

　　むし歯
ば
を防

ふせ
ぐ　　　　　活発

かっぱつ
にする

　カルシウムの多
おお

い食
た

べ物
もの

　歯
は

ごたえのある食
た

べ物
もの

むぎごはん

チャーハン

むぎごはん

こめこパン

２０１６ 

※小学校の栄
養量は、３･４年
生の量です。 

今月は 
ズッキーニ 
の料理を 
紹介します。 

くまさ
んデー 

かみ 
かみ 

ごはんの上に、ぶたにくいためと
ナムルをのせてたべます。 

Ca 

Ca＆ 
かみかみ 

Ca＆かみかみ 

かみかみ かみかみ 

こうか 

かみかみ 

Ca＆かみかみ 

かみかみ 

Ca＆かみかみ 

かみ 
かみ 

Ca 

かみ 
かみ 

ちから しょくじ 

かみかみ 

おみそのひ 

みそ 
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